






堤防立面図　S=1:600

漁港断面図　S=1:600
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堤防にそっと屋根をかけ、ガラスや壁を設けることで、堤防で海を眺
めながら食事、休憩、滞在したり、壁を利用したギャラリーで江の島
の芸術作品を眺めたり、半屋外ホールでのパフォーマンスといった、
多様な活動が生まれる。

既存の江の島のランドスケープに配慮しつ
つ、新しい江の島の風景になるように、全
体は低層としながらも、広大な面積を利用
した大きな建築とした。
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屋根下平面図　S=1:2000

1. 滞在空間
2. 漁港
3. 漁作業場
4. 食事場
5. レストラン
6. ヨットハウス
7. 銭湯

8. 休憩所・展望
9. 集会所
10. 取引の場
11. 神輿置き場
12. バス停
13. ギャラリー
14. トイレ
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漁業を営む島民の集落と漁港、海を屋根でおおらかに繋ぎ、外から訪
れた人々との動線を交差させることで、漁業の生活風景と訪れる人々
とがやんわり繋がり、等身大の島の生活と外から訪れた人々が生活風
景を認識が両立できる。

屋根が地形に呼応して形を変化させる。建築の手前側の広場からは、多
様な要素を包含する建築群が連続的に眺められる。

堤防の上に屋根をかけて、滞在場所や休憩所、レストランなどから海や
岩場を一望できるような人々の居場所にする。

地形と建築によって囲われた屋外ホールによって、島の奇異な地形が認
識される。

２階デッキから漁作業と漁港が眺められることで、島の生身の生活と訪
れた人の生身の認識が両立する。

既存集落と敷地の境界に計画した建築群では、軒下空間やテラスが島民
と滞在者の互いの存在を感じさせ、交流を促す環境を作り出している。

マリンスポーツ関係者と外から訪れた関わりのない人が、断面的に緩や
かにつながる。


